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選挙制度7〆司年に
公明選挙運動11月5白＿19日
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今年は、衆議裟議員選挙法が明治22年2月1】日に公布されて

から、丁度70周年にあたる意義深い年であります。

現在の制度になるまでには長い、いばらの道が続いたのです

が、それらを回額してみますと
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
国
民

は
主
権
者
と
な
り
、
ま
九

国
家
権
力
の
源
で
あ
り
、

国
家
の
活
動
は
す
べ
て
国

民
の
意
志
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
、
そ

の
一
番
大
切
な
手
段
は
選

挙
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

．
す
。
そ
こ
で
最
近
行
わ
れ
た
選

挙
の
投
票
率
を
み
る
と
・
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国
会
に
お
い
て
、
現
在
賛
否

舌
戦
た
け
な
わ
な
安
保
条
約
改

定
の
政
府
案
に
対
し
て
、
東
頸
、

城
郡
地
込
労
組
で
は
、
去
る
七
，

日
午
後
二
時
松
代
小
学
校
に
集

合
改
定
反
対
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

先
頭
に
約
二
百
人
の
労
組
組
合

員
が
労
彷
歌
を
高
唱
し
て
本
町

を
行
進
、
松
代
中
学
校
々
庭
に

お
い
て
解
散
し
た
。

　
日
頃
町
の
指
導
者
、
イ
ン
テ

リ
と
し
て
一
目
お
い
た
先
生
方

お
役
人
等
が
、
歌
声
高
ら
か
に

鉢
巻
姿
で
ね
り
歩
く
様
を
眺
め

て
、
唖
然
、
忙
然
、
老
若
男
女

は
さ
ま
ぐ
な
感
情
を
織
り
ま

松，代町り艮索紡果
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■
こ
の
グ
ラ
フ
で
も
お
わ
か
り

の
よ
う
に
、
身
近
か
な
選
挙
や

既
心
の
あ
る
選
挙
は
投
票
率
は

案
外
よ
い
が
、
参
議
院
の
よ
う

な
選
挙
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
お
、
最
近
の
選
挙
か

ら
選
挙
違
反
を
全
国
的
に
見
ま

す
と
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
る
と
き

ぜ
た
表
情
を
も
っ
て
こ
れ
を
見
体
と
な
っ
て
選
挙
に
対
す
る
自

途
っ
た
、

民
主
政
治
の
根
源
よ
り
発
し
た

せ
っ
か
く
の
選
挙
の
音
心
義
も
、

国
民
一
人
一
人
に
正
し
く
認
識

さ
れ
て
お
ら
ず
、
必
ず
し
も
公

明
な
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
な
い

｝
よ
う
で
す
。

『
．
〆
、
こ
で
、
七
鳶
年
を
記
念

τ
て
、
国
、
県
、
市
町
村
は
一

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

覚
を
高
め
る
と
■
と
も
に
、
公
明

蓬
挙
の
意
義
を
広
く
周
知
徹
底
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せ
し
め
る
た
め
、
十
一
月
五
巳

か
ら
十
一
月
十
九
日
ま
で
を
『

選
挙
制
度
七
十
周
年
記
念
公
明

選
挙
強
調
期
間
」
と
し
て
七
十

年
の
歴
史
を
回
顧
し
て
、
・
こ
れ

を
機
会
に
、
選
挙
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
y
こ

5
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
松
代
町
選
挙
管
理
委
員
会
と

し
て
も
「
話
し
合
い
』
の
指
導

者
研
修
会
の
参
加
、
及
び
開
催

基
本
選
挙
人
名
簿
の
啓
蒙
等
を

行
う
も
の
で
す
　
（
総
務
課
）

子
年
に
一

　
ネ
ズ
ミ
が
賂
る

電
化
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
十
一
月
二
十
日
よ
り
十
二
月

二
十
日
ま
で
県
下
一
斉
に
ネ
ズ

ミ
駆
除
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
こ
の
期
間
中
、
』
町
役
場
の
窓

口
に
捕
殺
し
た
ネ
ズ
ミ
一
匹
と

宝
く
じ
一
枚
を
引
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
抽
せ
ん
は

明
け
て
一
月
二
十
七
日
、
賞
品

は
次
の
通
り
で
す
。

　五四三二　一特
　等等等等　等賞

　6（》電電電ラト14
　ワ気気気ジラ11寸
一ツアア釜オンテ
’トイン　　ジレ
八電ロカ　　スビ
○球ン　　 タ

〇六六六六i一
本本本本本　本

　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ

…
…
　
　
よ

　
　
V
　
　
　
　
　
も
㍉

よ
始
っ
た
福
祉
年
金
の
裁
定
…
…

・
…
：
…
…
…
…
：
・
…
請
求
手
続
き
は
済
ん
だ
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※
老
令
福
祉
年
金
の
裁
定
は
、
十
一
月
一
目
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
，
．
　
※

※
九
月
か
ら
裁
定
請
求
の
受
付
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
三
十
日
現
在
で
、
※

※
老
令
福
祉
年
金
四
九
五
件
、
障
害
福
祉
年
金
二
六
件
、
母
子
福
祉
年
金
三
九
※

※
件
の
申
請
を
受
理
い
た
し
ま
し
た
。
う
ち
十
一
月
十
五
目
ま
で
に
老
令
年
金
※

※
四
八
八
件
、
障
害
年
金
二
四
件
、
県
へ
申
達
し
、
母
子
年
金
に
つ
い
て
は
、
※

※
只
今
書
類
調
整
中
で
近
日
中
に
申
達
の
予
定
で
す
。
母
子
福
祉
年
金
の
と
り
※

※
扱
い
に
つ
い
て
は
、
十
月
下
旬
と
な
っ
て
か
ら
十
一
月
一
日
現
在
の
世
帯
の
※
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※
生
計
献
況
申
立
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
b
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
該
※

、
※
当
者
の
皆
様
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
次
第
で
す
。
、
　
　
　
　
『
　
　
　
　
※

※
さ
て
県
の
裁
定
が
終
り
ま
す
と
、
裁
定
通
知
と
と
も
に
国
民
年
金
証
書
が
本
※

※
人
に
渡
さ
れ
、
来
年
三
月
郵
便
局
に
持
っ
て
い
け
ば
、
四
ヶ
月
分
の
年
金
が
※

※
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ー
、
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
※

※
該
当
者
で
、
ま
だ
手
続
の
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
洩
れ
の
な
い
よ
う
申
請
し
※

※
て
下
さ
い
ー
，
，
　
　
　
・
．
　
、
　
　
　

※

新
潟
県
国
民
年
金
課

で
は
次
の
，
よ
う
に
希

望
し
て
い
ま
す
，

　
長
い
間
、
実
施
を
要
望
さ
れ

て
い
た
国
民
年
金
制
度
の
う
ち

福
祉
年
金
の
裁
定
が
十
一
月
一

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
〆
、
一
■

　
国
民
年
金
制
度
の
基
本
的
な

建
前
は
、
各
人
が
保
険
料
を
納

入
し
、
將
来
年
を
と
っ
た
り
、

あ
る
い
は
生
計
の
中
心
者
を
失

っ
た
り
し
た
と
き
に
年
金
を
受

け
と
る
と
い
う
拠
出
制
で
す
が

そ
れ
だ
け
で
は
現
在
す
で
に
そ

う
い
っ
た
歌
態
に
な
っ
て
い
る

人
に
対
す
る
措
置
に
欠
け
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年

十
一
月
一
日
に
お
い
て
、
七
十

才
以
上
の
人
、
重
度
の
身
体
障

害
者
、
義
務
教
育
絡
了
前
の
子

を
抱
え
た
母
子
世
帯
に
対
し
、

経
過
的
な
老
令
福
靴
年
金
・
障

害
福
靴
年
金
・
母
子
福
祉
年
金

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

わ
け
で
す
．
た
だ
、
こ
れ
ら
の

福
職
年
金
は
、
保
険
料
の
拠
出

が
な
く
て
支
給
さ
れ
る
関
係
上

い
ろ
／
＼
の
支
給
制
限
が
つ
け

れ
月
2
8
日
～

　
　
　
～
ね
月
2
日

火
災
予
防
週
間

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
下
各
市
町
村
で
は
、
去
る

九
月
か
ら
こ
れ
ら
年
金
の
裁
定

請
求
書
の
受
付
を
し
、
矛
の
内

容
審
査
し
た
結
果
、
県
の
方
へ

進
達
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で

に
総
件
数
の
二
割
に
近
い
一
酋

二
六
九
件
（
十
月
十
九
日
現
在
）

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
分

に
も
新
し
い
制
度
で
あ
グ
、
・
短

期
間
に
多
く
の
処
理
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
町

村
関
係
者
の
御
労
苦
も
，
な
み
た

い
て
い
の
も
の
で
は
な
い
ど
存

じ
ま
す
が
、
県
主
催
の
事
務
講

習
会
も
四
回
実
施
し
、
そ
の
た

び
に
必
要
な
説
明
を
し
、
あ
る

い
は
実
施
に
つ
い
て
問
題
点
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で

大
方
へ
の
周
知
徹
底
は
相
当
な

さ
れ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
市
町
村
で
審
査
さ
れ
る
際
、

一
番
手
間
の
か
か
る
の
は
、
支

給
制
限
事
項
に
該
当
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
す
、
芳
、
の

一
つ
に
、
本
人
が
前
年
に
お
い

て
、
十
三
万
円
（
義
務
教
育
終

了
前
の
子
が
あ
る
と
き
は
、
一

人
に
つ
き
一
万
五
千
円
加
算
）

以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
と
き
は

そ
の
年
の
五
月
か
ら
翌
年
の
四

月
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ
る
と

い
う
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
審
査
に
か
な
り
手
数
を
要
し

ま
す
．
、
こ
の
審
査
の
過
程
に
お

い
て
一
つ
大
き
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。
　
　
　
そ
れ
は
「
農

家
で
い
わ
ゆ
る
所
得
名
義
者
と

な
っ
て
い
て
、
そ
の
所
得
が
十

三
万
円
以
上
で
あ
る
た
め
、
当

然
支
給
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

老
令
福
靴
年
金
が
支
給
停
止
に

な
る
」
と
い
う
ケ
！
ス
で
す
。

た
だ
、
こ
の
場
合
も
、
単
に
農

地
の
所
者
で
あ
る
だ
け
で
、
実

際
の
農
業
経
営
は
お
お
む
ね
三

十
才
以
上
の
子
に
よ
っ
て
な
さ

れ
て
い
る
と
き
は
、
・
て
の
子
が

所
得
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
r

理拳訴版
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私
は
見
た
事
も
な
い
？

　
　
今
年
の
選
挙
人
名
簿

　
今
年
の
選
挙
人
名
簿
は
九
月

十
五
日
現
在
で
次
の
要
件
を
い

ず
れ
庵
備
え
て
い
る
者
（
選
挙

資
格
を
有
す
る
者
）
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
日
本
国
畏
で
あ
る
こ
と
。

⑭
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
一

よ
り
、
老
令
福
祉
年
金
の
支
給

停
止
が
さ
れ
な
い
場
合
も
出
て

き
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
措
置

を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え

本
年
は
支
給
停
止
に
な
づ
て
も

明
年
五
月
以
後
は
支
給
さ
れ
る

と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
次
に
恩
給
・
遺
族
年
金
塗
．
」

公
的
年
金
を
支
給
さ
れ
て
い
る

間
は
、
福
祉
年
金
の
支
給
が
停

止
さ
れ
る
（
公
的
年
金
の
方
が

少
い
と
き
に
は
、
そ
の
差
額
だ
●

け
支
給
）
こ
と
忙
な
っ
て
お
り

県
で
は
公
的
年
金
受
給
者
の
カ

ー
ド
を
整
備
し
、
一
々
照
合
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
公
的

．
年
金
受
給
者
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
全
額
支
給
停
止
に
な
る

場
合
、
遺
族
年
金
の
後
順
位
者

　
（
五
千
円
支
給
）
で
差
額
だ
け

・
支
給
に
な
る
場
合
．
（
老
令
福
祉

年
金
の
場
合
、
一
万
二
千
円
か

ら
五
千
円
を
引
い
た
七
千
円
が

支
給
）
等
が
出
て
き
ま
す
。
こ

の
規
定
は
、
感
情
の
う
え
か
ら

割
切
れ
ぬ
面
も
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
福
祉
年
金

か
従
来
何
ら
搭
置
さ
れ
な
か
っ

　
た
人
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
点

　
か
ら
み
て
、
4
公
的
年
金
受
給
者

は
、
、
そ
の
旨
を
支
給
停
止
関
係

　
届
に
記
入
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
日
ま
で
に
生
れ
た
者

　
　
（
年
令
満
二
十
年
以
上
の
者
）

⑧
本
年
六
月
十
五
日
ま
で
に
松

　
　
代
町
に
住
所
を
有
す
る
に
至

　
　
り
、
以
来
九
月
十
五
目
ま
で

　
引
続
い
て
い
る
者

爾
一
登
録
さ
れ
る
こ
と
の
で
き
な

　
　
い
者

①
禁
治
産
者

②
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

　
　
そ
の
執
行
を
終
る
藍
で
の
者

③
禁
銅
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

　
　
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

　
　
な
く
な
る
ま
で
の
者

④
選
挙
関
係
犯
罪
に
よ
り
選
挙

　
　
権
停
止
中
の
者

　
以
上
大
要
の
と
お
り
で
す
が
、

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
で
き
る
娼
．

　
所
は
役
場
で
も
で
き
ま
す
が
、

　
各
字
の
嘱
託
員
さ
ん
に
も
｝
、
∩

　
部
落
の
選
挙
人
名
簿
の
写
が
9

　
い
て
い
ま
す
か
ら
、
役
場
へ
お

　
出
に
な
ら
な
ど
￥
と
も
、
地
元
の

　
隅
託
員
さ
ん
の
と
二
ろ
で
よ
！
、

　
見
て
戴
き
た
い
と
慰
い
ま
ナ
、
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今
年
○
文
化
祭
は
町
内
の
各
団
体
の
御
協
力
に
よ
り

十
一
月
二
日
か
ら
三
日
の
二
日
間
に
亘
り
松
代
小
学

校
盆
殺
台
を
会
場
に
闘
か
れ
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま

れ
開
蛇
時
、
間
も
例
年
よ
り
三
時
間
余
り
延
長
さ
れ
、

近
郷
、
・
“
り
の
人
出
二
賎
わ
い
盛
大
に
終
了
し
ま
し
た

　ン
臓ノ．．1
、

甑

一
『
■
－
㌧柵

－
ナ
ー
響

・
彗
．
・
－
　
劃

』
・
『
　
・
・
ぐ
：
レ
；
♪
、

　
め
　
、
く
，
》
儲

　
　
　
　
｛

含
　
　
　
、
勃
．

、！｝

ぜ
．

　　　　ぐ　ノぷぢつほロ　　　　　⑬・り嘆　、
　　．・．町．　・工’マ q

　　　　　々鷲

麟
　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　㌦　・N　，蓼

　　　”，
　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　
↓
哩
章
生
徒
作
品
展

　
小
中
学
校
並
に
高
校
の
犯
童

生
徒
作
凸
践
は
新
校
舎
九
教
室

　
　
　
　
　
　
ゆ

に
頸
酉
、
書
道
、
家
麩
科
、
手

芸
展
と
会
揚
一
バ
イ
に
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
内
二
四
小
中
学
校
よ
り
集

め
ら
れ
た
作
晶
を
見
る
と
き
、

年
々
そ
の
技
能
技
術
の
進
歩
を

感
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
偏
に

教
員
の
方
々
と
関
係
者
の
教
育

熟
心
の
た
ま
も
の
と
云
え
ま
し

よ
う
G

．
，
、
佼
生
徒
の
家
逼
科
作
晶
展
は

　
れ
百
貨
店
を
見
る
よ
う
た
豪

華
々
麗
な
も
の
で
し
た
。

の
生
活
改
善
、
食
品
加

工
農
で
す
。
書
道
、
ヵ

メ
ラ
、
生
花
も
年
々
同

好
者
が
増
え
、
腕
前
は

師
範
に
優
る
程
、
此
の

様
な
文
化
団
体
の
生
育

は
誠
に
喜
ば
し
い
事
と

思
い
ま
す
。

保
健
衛
生
展
は
大
い
に

私
達
の
た
め
に
な
り
ま

し
た
．
何
事
に
も
身
体

辮鱒iil麟翁

に
出
品
点
数
＝
二
〇
点
、

東
京
直
輸
入
の
数
十
品
種
色
と
り

ぐ
の
華
麗
な
祭
典
で
し
た
。
　
一

般
花
最
優
等
の
町
長
杯
は
会
長
柳

　
↓
生
花
展
・
木
曜
会

菊
花
展
は
屋
内
運
動
場
を
会
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
種
は

の
健
全
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
保
健
衛
生
の
知
識
を
認
識

し
明
日
の
幸
橿
を
築
く
た
め
に

此
の
様
な
展
覧
会
を
機
会
あ
る

度
に
開
催
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。
　
　
　
一

生
活
改
寿
展
は
栄
養
料
理
、
即

席
料
理
、
食
品
保
存
加
工
、
工

作
品
等
百
余
点
の
出
品
が
あ
り

　
旧
校
舎
は
一
般
者
の
作
品
展

で
す
。
書
道
ク
ラ
ブ
、
カ
メ
ラ

ク
ラ
ブ
、
生
花
ク
ラ
ブ
（
木
曜

会
）
の
作
品
と
松
代
病
院
の
保

健
術
生
展
、
普
及
所
と
婦
人
会

↑高校生徒作品衣料展

ま
し
た
。
r
地
味
で
は
あ
る
が
新

生
活
の
ヤ
つ
で
あ
る
食
生
活
改

善
が
行
淑
蹴
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
揖
来
ま
し
た
。

↓代表花・霰ケ浦

李食品保存加コニ展

善
吉
氏
作
の
霞
が
浦
に
、
競
技

花
最
優
等
の
若
井
杯
（
東
京
の

若
井
利
一
郎
菊
花
造
り
の
先
生

が
寄
贈
）
は
関
谷
鉄
太
部
氏
（

松
代
万
吉
）
と
老
人
絹
の
優
賞

で
し
た
。
会
員
同
志
の
観
菊
会

、
は
松
栄
舘
に
お
い
て
国
歌
斉
唱

と
共
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
来
て
見
れ
ば

　
　
　
あ
ま
た
　
我
が
友

　
　
　
　
　
つ
ど
へ
け
り

　
　
菊
が
と
り
も
つ

　
　
　
今
よ
い
　
た
の
し
さ
」

　
「
う
た
エ
ね
よ

　
　
　
　
来
年
の
夢

　
　
　
　
　
　
菊
の
賞
」

教
育
長
さ
ん
の
虎
の
巻
、
全
員

の
作
っ
た
散
の
一
部
で
あ
り
ま

す
。
菊
も
作
れ
ば
歌
も
よ
む
、

菊
花
に
劣
ら
ぬ
華
や
か
さ
．
最

後
に
菊
花
松
光
会
発
展
の
た
め

に
万
才
が
三
唱
さ
れ
、
来
年
こ

そ
は
町
長
杯
我
が
も
の
ぞ
と
希

望
を
胸
に
散
会
し
て
い
き
ま
し

た
。さ
て
、
文
化
祭
に
御
協
力
下
さ

れ
た
方
々
、
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
．
来
年
も
一
段
と
よ
い
文

化
祭
と
な
り
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

ツ トー言
一

．
3
・
セ
，
『
。
ヤ
｝
，
ー
、
し

農
機
具
の

手
入
れ
を
…
・

　
農
機
具
は
農
家
に

と
っ
て
最
も
大
切
な

も
の
で
す
が
、
や
x

も
す
る
と
使
わ
な
い

と
粗
末
に
扱
わ
れ
易

い
も
の
で
す
。
農
機

具
は
使
わ
な
い
と
き
で
も
消
耗

し
ま
す
。

　
使
わ
な
い
と
き
で
も
消
耗
す

る
と
い
う
と
不
思
議
に
思
わ
れ

ま
す
が
へ
手
入
れ
を
し
な
い
で

そ
の
ま
エ
に
し
て
お
き
ま
す
と

さ
び
を
生
じ
て
自
然
に
消
耗
す

る
の
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
く
、
作
業
中
に
さ
び
た
部
分

に
土
が
つ
い
て
能
率
が
低
下
し

抵
抗
が
ふ
え
て
使
い
に
く
』
な

り
ま
す
。
噴
霧
機
や
散
粉
機
も

い
そ
が
し
く
な
ら
な
い
う
ち
に

も
う
一
度
保
存
猷
態
を
よ
く
点

検
し
て
、
油
を
ぬ
っ
て
お
く
と

か
具
合
の
悪
い
と
こ
ろ
は
修
理

し
て
お
く
等
、
使
う
と
き
に
気

持
よ
く
使
え
る
よ
う
に
整
備
し

て
お
き
ま
し
よ
う
。
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【松苧神社々殿】

松
苧
山
一
帯
が
県
立
自
然
公
園
に

▽
…
か
ね
て
申
請
中
で
あ
っ
た
松
苧
神
社
を
中
心
に
附
近
の
保
安
林
約
．
－
△

▽
…
百
町
歩
の
地
域
が
、
こ
の
程
県
立
自
然
公
園
と
し
て
認
定
さ
れ
た
．
－
△

【五葉松の連峯】
【山頂より望む犬伏城山】

田
村
麻
呂
將
軍
が
越
の
国
鎭
撫
一
犬
伏
古
城
趾
は
越
後
上
杉
家
の

熱
献
簸
助
講
旗
皿
講
備
鱗
驚
殉
鑓
嚢
．

匠
に
建
立
さ
せ
た
と
伝
る
お
宮
今
目
尚
無
言
の
中
に
物
語
っ
て

で
旧
松
の
山
郷
六
十
六
ケ
村
の
い
る
。

総
鎭
守
で
あ
り
、
一
こ
の
地
方
の
水
鳥
の
夢
を
包
ん
だ
渋
海
川
、

信
仰
の
中
心
と
し
て
崇
敬
さ
れ
霧
漸
く
は
れ
て
朝
日
に
映
え
る

今
日
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
連
山
を
眺
む
れ
ば
、
霧
海
に
う

社
殿
並
に
宝
物
に
ば
、
昭
和
二
か
ぶ
松
の
峰
々
さ
な
が
ち
、
松

十
九
年
斯
界
の
権
威
故
金
原
省
見
を
彷
ふ
つ
た
ら
し
め
一
幅
の

吾
先
生
か
ぢ
折
紙
を
つ
け
て
い
名
画
そ
の
も
の
で
あ
る
。

た
だ
い
た
貴
重
な
文
化
財
が
数

松
苧
建
は
麦
年
の
昔
慕
奪
れ
て
・
箋
　
　

叢
天
泉
の
大
同
二
年
、
坂
上
彊
か
ら
謬
の
間
に
畢
氏
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